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1．「広域複合災害研究センター」概要              

 

 名称： 

北海道大学 広域複合災害研究センター 

 Center for Natural Hazards Research, Hokkaido University 

 

 寄附者： 

 一般財団法人砂防・地すべり技術センター 

 アジア航測株式会社 

 国土防災技術株式会社 

 日本工営株式会社 札幌支店 

 株式会社ドーコン 

 明治コンサルタント株式会社 

 協和コンクリート工業株式会社 

 北海道技術コンサルタント株式会社 

 

 設置： 

 2019 年（平成 31 年）4 月 1 日 

 

 場所： 

 〒060-8589 北海道札幌市北区北 9 条西 9 丁目 

 北海道大学農学部本館 N307，N372 

 

 Web サイト（ホームページアドレス）： 

 https://www.cnhr.info/ 

 

 設置背景および目的： 

近年我が国では豪雨や地震が頻発しており，山崩れ，洪水氾濫，津波，地盤沈下など

様々な現象が複合して，広域に渡り自然災害が発生する傾向にあります。自然災害では，

人命や財産，土木施設など住民の生存基盤にとどまらず，農林畜水産業や電力・水・交

通網などの産業基盤に大きな被害が生じます。北海道でも，平成 28 年には北海道豪雨
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により，また平成 30 年には北海道胆振東部地震により，広域複合災害が発生しました。

北海道は，我が国の食料生産基地であるにもかかわらず，一極集中・過疎化という第一

次産業の空洞化を示す地域で，災害に対する脆弱性は我が国の社会経済にも大きな影響

を及ぼします。 

北海道大学は，こうした現状を踏まえ，効果的な減災に資する教育研究の促進や減災

ガイドラインの策定，人材育成のため，平成 31年 4 月 1 日付で「広域複合災害研究セ

ンター」を設置しました。 

広域複合災害研究センターでは，地盤変動の活発化と気候変動によって近年激増しつ

つある自然災害に対して，現象論的な専門分野に偏ることなく，地域の特性と人間活動

とを反映した災害予測・軽減対策を研究し，その成果を大学院生や官公庁，民間企業の

技術者へのリカレント教育及び地域社会のリーダー育成に生かしていくことを目的と

しています。 

広域複合災害研究センターは，学内共同施設（研究施設）として位置付けられ，基本

的には寄附金により運営されます。本センターでは基礎的研究と，自治体・民間等の需

要に応えられる応用的研究の両方を融合し，これらの総合的研究によってより実践的な

防災対策を対外的に提案できる組織とします。また，異分野融合を柱として災害研究を

行い，農，工，理，文，経済および公共政策などの多面的なアプローチを特徴として，

その成果を大学院レベルでの教育に活かす人材育成機能も持たせます。 
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 構成員名簿： 

【学 内】教員 23 人（うち専任 2 人），研究員 2 人，事務員 1 人（令和 5 年 3 月末時点） 

氏  名 所 属 ・ 職 名 専門分野 

山 田   孝 

（センター長） 
大学院農学研究院・教授 砂防学 

井 上   京 大学院農学研究院・教授 農業土木学 

笠 井 美 青 大学院農学研究院・准教授 砂防学 

佐々木 貴 信* 大学院農学研究院・教授 木質構造学 

厚 井 高 志 

（副センター長） 
広域複合災害研究センター・准教授 砂防学 

桂   真 也 大学院農学研究院・助教 砂防学 

泉   典 洋 大学院工学研究院・教授 河川工学 

萩 原   亨 大学院工学研究院・教授 交通工学 

永 田 晴 紀 大学院工学研究院・教授 宇宙推進工学 

江 丸 貴 紀 大学院工学研究院・准教授 ロボット工学・制御工学 

中 嶋 唯 貴* 大学院工学研究院・准教授 地震工学・建築情報学 

山 田 朋 人 大学院工学研究院・准教授 水文学 

田 中   岳 大学院工学研究院・助教 水文学 

安 成 哲 平 北極域研究センター・准教授 大気環境科学・雪氷学 

石 川 達 也 大学院工学研究院・教授 地盤工学 

渡 部 要 一 大学院工学研究院・教授 地盤工学 

橋 本 雄 一 大学院文学研究院・教授 人文地理学 

青 山   裕 大学院理学研究院・教授 火山学 

谷 岡 勇市郎 大学院理学研究院・教授 地震学・津波学 

稲 津   將 大学院理学研究院・教授 気象学 

髙 橋 幸 弘 大学院理学研究院・教授 リモセンと雷観測 

方波見 謙 一* 北海道大学病院救命救急センター・助教 
救急医学，集中治療医学，

災害医療，超音波診断学 

山 口 真 司 広域複合災害研究センター・特任教授 地域防災・マネジメント学 

佐 野 寿 聰 
広域複合災害研究センター・研究員 
（アジア航測株式会社） 

― 

村 上 泰 啓 
広域複合災害研究センター・研究員 
（北海道開発局） 

― 

原 田 和 子 広域複合災害研究センター・事務員 ― 

* 令和５年度新規 
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【学外関係者】 

氏  名 所 属 ・ 職 名 専門分野 

丸 谷 知 己 
北海道大学・名誉教授 

（北海道立総合研究機構・理事） 
砂防学 

小山内 信 智 
北海道大学・客員教授 

（政策研究大学院大学・教授） 
砂防学 

奥 野 信 宏 
北海道大学・客員教授 

（国土審議会会長，名古屋都市センター長） 
公共経済学 

今 日出人 
北海道大学・客員教授 

（前 広域複合災害研究センター兼務教員） 
地域防災学 

岡 田 成 幸 

北海道大学・名誉教授，客員教授 

（一財）砂防・地すべり技術センター 

アジア航測株式会社 

（前大学院工学研究院・教授，前広域複合災害研究セ

ンター特任教授） 

地震防災計画学 

（建築系） 

室 田 哲 男 
北海道大学・客員教授 

（政策研究大学院大学・教授） 
危機管理学 
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2．令和５年度の活動タイムライン             
  

2023 年度（令和 5 年度） 

4 月 18 日 第 1 回運営委員会 
大学院共通科目「国土保全学総論」開講 

5 月 29 日 第 2 回運営委員会 
 

6 月 
1 日 
8 日 

事務局会議 

寳金総長会談 

 

7 月 
4 日 

25 日 
事務局会議 

第 1 回センターメンバー会議 

 

8 月 4 日 釧路市長会談 
 

9 月 13 日 事務局会議  

10 月   
大学院共通科目「突発災害危機管理論」開講 

11 月   
 

12 月 7 日 事務局会議 
 

1 月 
10 日 
15 日 
18 日 

寳金総長会談 

事務局会議 

第 2 回センターメンバー会議 

 

2 月 
8 日 
9 日 

29 日 

第 2 回運営委員会 

事務局会議 

第 3 回運営委員会 

 

3 月 11 日 山口真司特任教授最終講義 
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3．活動内容                          

 

3.1  教育研究活動 

3.1.1  講義 

(1) 大学院共通科目「国土保全学総論」 

 日時：令和５年度 前期・木曜日２講時 

 場所：農学部本館（講義室 N21） 

 担当：広域複合災害研究センター 

 開講日 タイトル 講 師 
1 4/13（木） 国土保全学概論（１） 広域複合災害研究センター 

山田 孝 
2 
3 

4/20（木） 国土保全学概論（２） 
国土保全学概論（３） 

政策研究大学院大学 
小山内 信智 

4 4/27（木） 国土保全学概論（４） 広域複合災害研究センター 
厚井 高志 

5 
 

5/18（木） 国土保全と行政実務（３） （一財）砂防・地すべり技術センター 
武士 俊也 

6 6/1（木） 国土計画と国土保全政策 
（１），（２） 

奥野信宏（名古屋都市センター長・中京
大学学術顧問、前国土審議会会長） 

7 
8 

6/8（木） 国土保全関係法令 
総合的な防災行政の運用 

（一財）砂防・地すべり技術センター 
南哲行（砂防・地すべり C 理事長） 

9 6/15（木） 国土保全と行政実務（４） 広域複合災害研究センター 
厚井高志（広域複合災害研究 C） 

10 
11 

6/22（木） 国土保全と行政実務（４） 広域複合災害研究センター 
山口真司（広域複合災害研究 C） 

12 6/29（木） 国土保全と行政実務（２） （一財）砂防・地すべり技術センター 
菊井稔宏（砂防・地すべり C） 

13 
14 

7/6（木） 国土保全と行政実務（５） 広域複合災害研究センター 
山口真司，厚井高志，北海道庁協力 

15 8/3（木） 国土保全と行政実務（６） (公財)日本防炎協会 
室田哲男 
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 シラバス 
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第 2 回講義風景 

 
第 5 回講義風景 

 
第 6 回講義風景 

 
第 7 回講義風景 

 
第 12 回講義風景 

 
第 13 回講義風景 

 
第 15 回講義風景 
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(2) 大学院共通科目「突発災害危機管理論」 

 日時：令和４年度 後期・木曜日２講時（10時 30 分～12 時 00 分） 

 場所：農学部本館（講義室 S22，※第 12, 13 回はオンライン講義） 

 担当：広域複合災害研究センター 

 開講日 タイトル 講師 
1 9/28（木） 防災と地域の発展 広域複合災害研究センター 

厚井 高志 
2 10/5（木） 突発災害の実際と課題 広域複合災害研究センター 

山口 真司 
3 10/12（木） 気候変動と災害 理学研究院・気象学分野 

稲津 將 
4 10/19（木） 地震と津波 理学研究院・地震観測研究分野 

谷岡 勇市郎 
5 10/26（木） 洪水災害と治水 工学研究院・土木工学部門 

泉 典洋 
6 11/2（木） 災害とメディア NHK解説委員 

 松本 浩司 
7 11/9（木） 火山災害 理学研究院・火山活動研究分野 

青山 裕 
8 11/16（木） リモートセンシングと雷

観測 
理学研究院・宇宙惑星科学分野 
高橋 幸弘 

9 11/30（木） 土砂災害リスクを捉える 農学研究院・森林科学分野 
笠井 美青 

10 12/7（木） 地震と都市災害 北海道大学名誉教授（前工学部/広災ｾﾝﾀｰ） 
岡田 成幸 

11 12/14（木） 雪崩・融雪災害  農学研究院・森林科学分野 
桂 真也 

12 12/21（木） 火山地域の土砂災害と減
災 

農学研究院・森林科学分野 
山田 孝 

13 1/4（木） 災害情報の処理 文学研究科・人間科学部門 
橋本 雄一 

14 1/11（木） 総合的な防災行政 (一財)砂防・地すべり技術センター 
南 哲行 



- 10 - 
 

15 1/18（木） 防災とロボット技術 工学研究院・人間機械システムデザイン部門 
 江丸 貴紀 
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 シラバス 
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3.1.2  競争的資金等の研究課題 

 

センターメンバー等 課題名等 

山田 孝(研究代表者) 

笠井 美青，厚井 高志 

（以上，研究分担者） 

北海道の厳寒期での緊急減災施設施工を可能とする寒冷
地用砂防ソイルセメント工法の開発 

（国土交通省 河川砂防技術研究開発公募 地域課題分野（砂防）） 

山田 孝（研究代表者) 

厚井高志（研究分担者） 

有珠山次期噴火時の土砂災害シナリオ作成と効果的な減災

技術手法についての総合研究  

（公益社団法人砂防学会 公募研究会） 

山田 孝（研究分担者） 

山腹崩壊後の植生遷移の制限要因の解明と多様な窒素固定

植物による植林技術の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B）) 

笠井 美青（研究分担者） 

ルーマニアの土砂移動と土砂災害の自然的要因と社会との

関係の研究 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 国際共同研究強化（B)） 

佐々木 貴信（研究代表者） 

CLT 床版の実用化のための防腐・防水技術の開発と防護柵

設置方法の検討 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 

厚井 高志（研究代表者） 

大規模表層崩壊を引き起こす外力・境界条件に着目した地域

特殊性評価手法の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 

厚井 高志（研究代表者） 

山地森林流域における防災および流域環境形成に着目した

流木管理手法の提案 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 挑戦的研究（萌芽）） 

厚井 高志（研究分担者） 

土砂災害の外力と境界条件に基づく脆弱性評価を用いた山

地林のゾーニング手法の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 

厚井 高志，桂 真也 

（以上，研究分担者） 

災害レガシーの実用化にむけた基礎研究－北海道胆振東部

地震後の生態系サービス再生－ 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 
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厚井 高志 

（共同研究開発機関主研究者） 

スマートインフラマネジメントシステムの構築/革新的な建

設生産プロセスの構築 
（内閣府  戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 3 期 研究開発
テーマ a-2-2） 

桂 真也（研究代表者） 

基岩層の水分特性を用いた浸透流解析に基づく山地源流

域の降雨・融雪水流出過程の解明 

（国土地理協会学術研究助成） 

泉 典洋（研究分担者） 

河川堤防をパイピングでも破堤しない粘り強い堤防化する
ための基礎的研究 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

永田 晴紀（研究代表者） 

亜酸化窒素を酸化剤とするハイブリッドロケット用再生冷

却グラファイトノズルの研究 

（日本学術振興会 特別研究員奨励費） 

永田 晴紀（研究代表者） 

液体酸素を用いる端面燃焼式ハイブリッドロケットの実証

研究 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（A）） 

田中 岳（研究代表者） 

降雨流出系の確率応答解析に立脚した洪水予測システムの

合理的な構築方法に関する研究 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(Ｃ)） 

田中 岳（研究代表者） 

降雨流出から洪水氾濫に⾄る現象の集中化した予測システ

ムの確率応答解析に基づく構築 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(Ｃ)） 

安成 哲平（研究分担者） 

ArCSII: 戦略目標②：遠隔影響課題「気象気候の遠隔影響と

予測可能性」 
（文部科学省  北極域研究加速プロジェクト【環境技術等研究開発推進事
業費補助金事業】（ArCS II：Arctic Challenge for Sustainability II）） 

石川 達也（研究分担者） 

気候変動対応型災害免疫力の向上を志向した地域地盤災害

脆弱性評価手法の確立と適用 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

石川 達也（研究分担者） 

LED マーカー動的変位観測による東欧校倉造 木造教会堂

の構造モニタリング技術の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 
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石川 達也（研究分担者） 

表層凍結斜面崩壊メカニズムの地盤工学的解析に基づく東

欧校倉木造教会堂保存の研究 
（日本学術振興会 科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金 国際共
同研究強化(B)） 

石川 達也（研究代表者） 

インドの斜面災害対策への土壌雨量指数を用いた日本の土

砂災害早期警戒基準の社会実装 

（日本学術振興会 二国間交流事業共同研究・セミナー） 

渡部 要一（研究代表者） 

内部侵食を受ける火山灰質砂盛土における液状化ポテンシ

ャル：細粒分は善か悪か 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 

橋本 雄一（研究代表者） 

ブラックアウト・ホワイトアウトを考慮した千島海溝地震の

津波避難モデル構築 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)） 

橋本 雄一（研究分担者） 

港湾観光都市における津波率先避難の意思決定モデル構築

とシミュレーション分析 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)） 

橋本 雄一（課題連絡担当者） 

地理空間情報の総合的活用による災害への社会的脆弱性克

服に関する人間科学的研究 
（建議研究「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第二
次）」） 

青山 裕（研究代表者） 

地盤表層域における熱水放出の状態変化に関する実験観測

的研究 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 挑戦的研究(萌芽)） 

稲津 將（研究分担者） 

全国主要都市に対する暑熱・強風・雪の気候変動脆弱性アト

ラスの作成 

（環境省環境再生保全機構・環境研究総合推進費） 

中嶋唯貴（研究代表者） 

構造・平面構成・住まい方の制御による世帯目線の土砂災害

死者軽減方策の構築 

（日本学術振興会 科学研究補助金挑戦的研究(萌芽)） 
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中嶋唯貴（研究分担者） 

人口減少都市において防災効果を高めるロバストコンパク

トシティの構築 

（日本学術振興会 科学研究補助金挑戦的研究(開拓)） 
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3.2  アウトリーチ活動 

3.2.1  後援 

 広域複合災害研究センターでは，以下のシンポジウム等で後援活動等を行いました。 

 

シンポジウム等名称 主 催 開催日 場 所 等 

チャレンジフィールド北海道シンポジ

ウム④「気候変動が第一次産業や日

常生活に与える影響と適応の取組」 

チャレンジフィールド

北海道 

（ノーステック財団） 

2023 年 

10 月 18 日 
オンライン開催 

「土砂災害を考える防災講演会 in

函館」 
北海道 

2023 年 

11 月 28 日 

函館市中央図書館

視聴覚ホール 
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3.2.2  講演会・研修会等の講師 

 
1) 2023 年 5 月 27日 木橋診断士更新

講習会 
 主催：一般社団法人木橋技術協会 
 会場：オンライン 
 演者：佐々木貴信 
 演題：木橋定期点検要領解説 

 
2) 2023 年 6 月 6 日 砂防･地すべり技

術センタ－講演会 
 主催：砂防･地すべり技術センタ－ 
 会場：砂防会館別館シェーンバッハ・サボ
ー/オンライン 

 演者：厚井高志 
 演題：火山噴出物が引き起こす土砂移動
―噴火直後から超長期スケールまで— 

 
3) 2023 年 6 月 11日 木橋診断士更新

講習会 
 主催：一般社団法人木橋技術協会 
 会場：オンライン 
 演者：佐々木貴信 
 演題：木橋定期点検要領解説 

 
4) 2023 年 6 月 15 日 第７回ホンネで

語ろう「ぼうさい」イブニングカフェ 
 主催：日本自然災害学会 
 会場：オンライン 
 演者：厚井高志 
 演題：北海道で激甚化する土砂災害にど
う備えるか？ 

 
5) 2023 年 6 月 21日 砂防学会講習会 
 主催：公益社団法⼈ 砂防学会 
 会場：砂防会館会議室（⽴⼭）/オンライン 
 演者：桂真也 
 演題：積雪地域の地すべり地における地
下⽔流動層の動態観測 

 
6) 2023 年 6 月 22 日 第 13 回技術者

倫理フォーラム 
 主催：公益社団法人地日本技術士会 
 会場：ホテル ポールスター札幌 2F 
 演者：石川達也 
 演題：北海道の地盤防災を技術者倫理か
ら考える 

 
7) 2023 年 6 月 25日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 会場：プラザ新琴似/オンライン 
 演者：岡田成幸 

 演題：地震・津波による災害 
 
8) 2023 年 6 月 25日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 会場：プラザ新琴似/オンライン 
 演者：青山裕 
 演題：火山災害 

 
9) 2023 年 9 月 29日 雌阿寒岳火山塾

2023 
 主催：めあかん自然塾 
 会場：山の宿野中温泉/オンライン 
 演者：青山裕 
 演題：雌阿寒岳における北海道大学の取
り組み 

 
10) 2023 年 10 月 1日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 会場：デ・アウネ さっぽろ/オンライン 
 演者：青山裕 
 演題：火山災害 

 
11) 2023 年 10 月 22 日 TEDxHokkaidoU 

2023 
 主催：TEDxHokkaidoU 
 会場：北海道大学医学部百年記念館 
 演者：永田晴紀 
 演題：リミッターを外して考えよう 

 
12) 2023 年 10 月 24 日 「北海道の地盤

と防災」に関する講習会 
 主催：北海道土木技術会 土質基礎研究
委員会 

 会場：とかちプラザ 4F 
 演者：石川達也 
 演題：自然災害から地盤を守るために 

 
13) 2023 年 11 月 15 日 北海道建設部

技術職員（中堅職員）研修 
 主催：北海道建設部 
 会場：TKP ガーデンシティ PREMIUM
札幌大通 

 演者：山口真司 
 演題：わが国の気象状況・社会状況の 変
化に見る土砂災害の特徴と対応 

 
14) 2023 年 11 月 28 日 土砂災害を考え

る防災講演会 
 主催：北海道（公社）砂防学会北海道支
部 

 会場：函館市中央図書館視聴覚ホール/
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オンライン 
 演者：山口真司 
 演題：最近の土砂災害の特徴について 

 
15) 2023 年 11 月 30 日 北海道地方測

量部 令和 5 第 2 回情報共有会合 
 主催：北海道地方測量部（札幌市） 
 会場：オンライン 
 演者：橋本雄一 
 演題：「高校「地理総合」における地理空
間情報および GIS の活用と課題」 

 
16) 2023 年 12 月 12 日 火山活動解説

業務研修 
 主催：札幌管区気象台 
 会場：札幌管区気象台 中会議室/オンラ
イン 

 演者：青山裕 
 演題：火山で観測した信号のおもしろさ 
 

17) 2023 年 12 月 25 日 「北海道の地盤
と防災」に関する講習会 

 主催：北海道土木技術会 土質基礎研究
委員会 

 会場： 寒地土木研究所 1F 講堂 
 演者：石川達也 
 演題：自然災害から地盤を守るために 
 

18) 2024 年 1 月 16日 建設事業専門研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：釧路センチュリーキャッスルホテル 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動下の土砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

19) 2024 年 1 月 17日 建設事業専門研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：帯広建設業協会 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動下の土砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

20) 2024 年 1 月 26 日 成果報告会 
 主催：鳥取県県土整備部 
 会場：鳥取県庁第 2 庁舎第 22 会議室/オ
ンライン 

 演者：山口真司 
 演題：土砂災害に備えた社会経済システ
ムの強靭化に向けて～北海道での土砂
災害を踏まえて～ 

 

21) 2024 年 1 月 31日 建設事業専門研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：函館建設業協会 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動下の土砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

22) 2024 年 2 月 1 日 建設事業専門研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：室蘭建設業協会 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動下の土砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

23) 2024 年 2 月 7 日 建設事業専門研
修会（網走地区） 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 会場：網走建設業協会 
 演者：山口真司 
 演題：気候変動下での土砂災害とその後
の復旧事業の実際 

 

24) 2024 年 2 月 8 日 建設事業専門研
修会（旭川地区） 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 会場：旭川建設業協会 
 演者：山口真司 
 演題：気候変動下での土砂災害とその後
の復旧事業の実際 

 

25) 2024 年 2 月 9 日 宇宙業界探求フ
ェア 

 主催：STARTUP HOKKAIDO 実行委員会 
 会場：ジョブキタプラザ/オンライン 
 演者：永田晴紀 
 演題：活動圏を宇宙に拡げよう！ 
 

26) 2024 年 2 月 15日 建設事業専門研
修会（留萌地区） 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 会場：留萌市中央公民館 
 演者：山口真司 
 演題：気候変動下での土砂災害とその後
の復旧事業の実際 

 

27) 2024 年 2 月 17日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 会場：プラザ新琴似/オンライン 
 演者：岡田成幸 
 演題：地震・津波による災害、耐震診断と
補強 
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28) 2024 年 2 月 18日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 会場：プラザ新琴似/オンライン 
 演者：青山裕 
 演題：火山災害 
 

29) 2024 年 2 月 20日 建設事業専⾨研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：稚内建設協会 2 階会議室 
 演者：桂真也 
 演題：気候変動下の⼟砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

30) 2024 年 2 月 22日 釧路地区森林組
合振興会役職員研修会 

 主催：釧路地区森林組合振興会 
 会場：釧路センチュリーキャッスルホテル 
 演者：佐々木貴信 
 演題：道産木材および木質バイオマスの
利用と課題 

 

31) 2024 年 2 月 28日 建設事業専⾨研
修会 

 主催：北海道開発協会 
 会場：空知建設業協会 2 階会議室 
 演者：桂真也 
 演題：気候変動下の⼟砂災害とその後の
復旧事業の実際 

 

32) 2024 年 2 月 29 日 北海道地すべり
学会研究調査委員会 

 主催：北海道地すべり学会 
 会場：札幌市中央区⺠センター視聴覚室

/オンライン 
 演者：桂真也 
 演題：胆振東部地震に伴う表層崩壊にお
ける⽔の役割－降下⽕砕物層の⽔分特
性と⽔分動態観測から－ 

 

33) 2024 年 3 月 7 日 治⼭技術者中堅
職員特別研修 

 主催：北海道⽔産林務部 
 会場：かでる 2・7 110 号会議室 
 演者：桂真也 
 演題：⾬⽔の浸透による斜⾯崩壊のメカニ
ズムについて 

 

34) 2024 年 3 月 16 日 2024 年地震火
山研究観測センターシンポジウム 

 主催：理学研究院附属地震火山研究観
測センター 

 会場：北海道大学学術交流会館/オンライ
ン 

 演者：青山裕 
 演題：十勝岳の観測研究から見えてきた
活動変化と内部構造 
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3.2.3  有識者会議等への参画 

 

山田 孝 北海道防災会議，専門委員 

山田 孝 倶多楽火山防災協議会 学識経験者 

山田 孝 砂防・急傾斜管理技術者試験判定小委員会((公社)砂防学会)，委員 

山田 孝 火山工学研究小委員会((公社)土木学会) 委員 

山田 孝 愛媛大学 非常勤講師 

山田 孝 インバックス技術研究会，委員 

山田 孝 十勝岳火山防災協議会(北海道)，学識経験者 

山田 孝 令和５年度手稲山地区地すべり対策検討意見聴取会((一社)砂防・地すべり技術

センター)，構成員  

山田 孝 雲仙普賢岳火山防災協議会(長崎)，学識経験者 

山田 孝 有珠山火山防災協議会(北海道),学識経験者 

山田 孝 防災士研修講座,講師 

山田 孝 特定非営利活動法人 土砂災害防止広報センター,監事 

山田 孝 (公社)砂防学会理事・副会長・北海道支部長 

笠井 美青 国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所 北海道地域評議会，委員 

笠井 美青 国立研究開発法人土木研究所外部評価委員会河川系分科会，委員 

笠井 美青 火山防災に係る調査企画委員会，委員 

笠井 美青 北海道防災会議，専門委員 

笠井 美青 大規模土砂災害対策研究機構，委員 

笠井 美青 北海道国土利用計画審議会，委員 

笠井 美青 北海道特定開発行為審査会（北海道），委員 

笠井 美青 北海道水資源保全審議会，副会長 

笠井 美青 恵山火山防災協議会，学識経験者 

笠井 美青 駒ケ岳火山防災協議会，学識経験者 

笠井 美青 大規模土砂災害対策検討会（北海道開発局），アドバイザー 

笠井 美青 
令和４年度手稲山地区地すべり対策検討意見聴取会（一般財団法人砂防・地す
べり技術センター），構成員 

佐々木貴信 
北海道立総合研究機構 研究課題検討会（林産部門）（北海道立総合研究機構），
外部有識者 
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佐々木貴信 緑の審議会（札幌市），会長 

佐々木貴信 
国産材の安定供給体制の構築に向けた北海道地区需給情報連絡協議会（北海道
地区），委員 

佐々木貴信 鶴の舞橋改修に関する技術検討委員会（青森県鶴田町），委員長 

佐々木貴信 
災害時の緊急架設を目的とした緊急仮設橋に関する調査研究小委員会（土木学
会），委員 

厚井 高志 
北海道における大規模土砂災害時の対応と環境改善についての検討会（北海道
開発局）, 委員 

厚井 高志 北海道地区自然災害科学資料センター, 運営委員 

厚井 高志 自然災害研究協議会北海道地区部会, 委員 

厚井 高志 交通政策審議会技術分科会技術部会（国土交通省）, 臨時委員 

厚井 高志 社会資本整備審議会技術部会（国土交通省）, 臨時委員 

厚井 高志 交通政策審議会（国土交通省）, 臨時委員 

厚井 高志 社会資本整備審議会（国土交通省）, 臨時委員 

厚井 高志 公共事業評価専門委員会（北海道）, 委員 

厚井 高志 アトサヌプリ火山防災協議会，学識経験者 

厚井 高志 雌阿寒岳火山防災協議会，学識経験者 

厚井 高志 復興デザイン会議（東京大学復興デザイン研究体），委員 

厚井 高志 北海道政策評価委員会（北海道），委員 

厚井 高志 北海道気候変動適応推進会議（北海道），構成員 

厚井 高志 技術者資格制度小委員会（国土交通省），臨時委員 

桂 真也 ニセコ町水資源保全審議会（ニセコ町），委員 

桂 真也 北海道環境影響評価審議会（北海道），委員 

泉 典洋 国土交通省研究開発法人審議会，委員 

泉 典洋 
国土交通省社会資本整備審議会河川部会河川整備基本方針検討分科会，委
員 

泉 典洋 北海道開発局十勝川流域委員会，委員長 

泉 典洋 北海道開発局総合評価委員会，委員 

泉 典洋 北海道開発局幾春別川総合開発事業マネジメント委員会，座長 

泉 典洋 北海道十勝川右岸圏域河川整備流域懇談会，座長 

泉 典洋 国立研究開発法人土木研究所外部評価委員会，委員 
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泉 典洋 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構総合評価委員会，委員 

江丸 貴紀 積雪寒冷対応システム検討ワーキンググループ，アドバイザー 

江丸 貴紀 国立研究開発法人土木研究所外部研究評価委員会，委員 

江丸 貴紀 港湾の施設の点検診断システムに関する技術検討会，委員 

石川 達也 道路管理技術委員会（一般財団法人北海道道路管理技術センター），委員 

石川 達也 
NEXCO東日本北海道支社土工技術検討会（ネクスコエンジニアリング北海道），
委員長 

石川 達也 
NEXCO 東日本北海道支社トンネル技術検討会（ネクスコエンジニアリング北海
道），委員 

石川 達也 北海道開発局道路防災有識者（国土交通省北海道開発局），委員 

石川 達也 札幌市における大規模盛土造成地変動予測調査に掛かる技術的アドバイザー 

石川 達也 北広島市における大規模盛土造成地変動予測調査に掛かる技術的アドバイザー 

石川 達也 幌延深地層研究の確認会議，専門有識者 

石川 達也 北海道地方労働審議会，委員 

石川 達也 防災分野課題検討会（北海道立総合研究機構），外部有識者 

石川 達也 旭川市産業廃棄物施設専門委員 

石川 達也 
「第四系中の変状の成因に関する基礎的研究」専門家委員会（一般財団法人電
力中央研究所），委員 

石川 達也 鉄道土構造物設計標準に関する委員会，委員 

渡部 要一 公共事業評価専門委員会（北海道），委員長 

渡部 要一 大規模盛土造成地変動予測調査有識者会議（札幌市），委員 

渡部 要一 大規模盛土造成地変動予測調査有識者会議（北広島市），委員 

中嶋 唯貴 北海道防災会議地震火山対策部会地震専門委員会，委員 

中嶋 唯貴 
北海道防災会議地震防災対策における減災目標設定に関するワーキンググ 

ループ，委員 

橋本 雄一 北海道防災会議地震専門委員会（北海道），委員 

橋本 雄一 
地震防災対策における減災目標策定に関するワーキンググループ（北海道），
委員 

橋本 雄一 
地理空間情報に関する北海道地区産学官懇談会（国土交通省国土地理院北海道
地方測量部），座長 

橋本 雄一 日本学術会議地理教育分科会（日本学術会議），幹事 

橋本 雄一 
日本学術会議地理教育分科会地図／GIS 教育小委員会（日本学術会議），委員
長 



- 23 - 
 

橋本 雄一 
土地履歴調査地区調査委員会（国土交通省国土政策局総合計画課国土管理企画
室），委員 

橋本 雄一 日本地理学会 E-journal GEO編集委員会（日本地理学会），委員 

永田 晴紀 
学術システム研究センター工学系科学専門調査班（日本学術振興会） ，主任研
究員 

永田 晴紀 宇宙科学・探査小委員会（内閣府），委員 

青山 裕 火山噴火予知連絡会（気象庁），常時委員・札幌地区専門委員 

青山 裕 
火山噴火予知連絡会火山調査研究検討会の設置に向けた準備会（気象庁），委
員 

青山 裕 火山防災に係る調査企画委員会（内閣府），委員 

青山 裕 火山調査研究推進本部の設置に向けた準備会（文部科学省），構成員 

青山 裕 北海道防災会議火山専門委員会（北海道），専門委員 

青山 裕 北海道原子力専門有識者会合（北海道），専門有識者 

青山 裕 雌阿寒岳火山防災協議会（釧路総合振興局），学識経験者 

青山 裕 大雪山火山防災協議会（上川総合振興局），学識経験者 

青山 裕 十勝岳火山防災協議会（上川総合振興局），学識経験者 

青山 裕 有珠山火山防災協議会（胆振総合振興局），学識経験者 

青山 裕 北海道駒ヶ岳火山防災協議会（渡島総合振興局），学識経験者 

青山 裕 十勝岳ジオパーク推進協議会（美瑛町・上富良野町），学識顧問 

青山 裕 洞爺湖町防災会議（洞爺湖町），委員 

安成 哲平 林野火災発生危険度予測システム構築業務推進委員会，委員 

岡田 成幸 北海道防災会議地震火山対策部会地震専門委員会，委員長 

岡田 成幸 
北海道防災会議地震防災対策における減災目標設定に関するワーキンググルー
プ，座長 

岡田 成幸 防衛省北海道防衛局技術提案・交渉方式専門部会，委員 

山口 真司 
北海道における大規模土砂災害時の対応及び環境改善に係る検討会（国土交通
省北海道開発局室蘭開発建設部），委員 
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3.2.4  その他特筆すべき活動 

 

安成 哲平 
市立札幌旭丘高等学校 高校生による PM2.5 の測定と測定データを使

った課題研究の研究指導（2023 年 5月～） 

厚井 高志 
STV 札幌テレビ （公社）砂防学会北海道支部 砂防ゼミナール「火山

砂防」（2023年 7月 25 日） 

青山 裕 
JICA中南米地域火山防災能力強化研修，北海道大学大学院理学研究院附

属地震火山研究観測センター施設見学の案内（2023 年 8月 25 日） 

橋本 雄一 

日本地理学会 2023年秋季学術大会（関西大学） シンポジウム「「地理

総合」と GIS 教育―教育の実践・評価および教員養成―」（2023 年 9 月

18日） 

橋本 雄一 むかわ町立鵡川中学校 ハザードマップ学習会（2023 年 10 月 24 日） 

橋本 雄一 むかわ町立鵡川中学校 DIG学習会（2023 年 11月 7日） 

厚井 高志 
NHK札幌放送局 （公社）砂防学会北海道支部 砂防ゼミナール「砂防

と有珠山噴火」 （2023 年 12月 22 日） 

岡田 成幸 
北海道釧路東高等学校出前授業（北海道大学ロバスト農林水産工学国際

連携研究教育拠点主催）「防災のからくり」（2024 年 3月 19 日） 

稲津 將 
市立札幌新川高等学校 上級学校セミナー「北海道における気候変動の

雪に対する影響」 
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3.3  メディア報道・取材対応 

 

岡田 成幸 
2023 年 4 月 24 日：北海道建設新聞「日本・千島海溝地震、自治体で備え ス
トックの考え方が必要に 住民から共感と理解得る」取材記事 

岡田 成幸 
2023 年 5 月 9 日：北海道新聞（朝刊、暮らし面）「火災、地震、津波…道内施
設で模擬体験 画面の炎に消火器、胆振東部の揺れ再現」にコメント 

岡田 成幸 
2023 年 9 月 6 日：北海道新聞（朝刊）「札幌市、一時滞在施設１５カ所確保 
帰宅困難者受け入れで民間と連携 観光客への発信課題 胆振東部地震 5年」
の記事において帰宅困難者に関する情報発信の重要性をコメント 

青山 裕 
2023 年 9 月 26 日：北海道新聞（電話取材），昭和新山の崩落について，
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/915065/ 

橋本 雄一 
2023 年 11 月 8 日 北海道新聞 朝刊（苫小牧・日高） 
防災授業 地域住民と 鵡川中で取り組み強化 知見共有、世代超えた対話
練習に 

青山 裕 
2023 年 12 月 18 日，北海道新聞（オンライン取材），火山災害に関する北電泊
発電所の再稼働審査について，https://www.hokkaido-np.co.jp/article/957210/ 

青山 裕 
2023 年 12 月 19 日，テレビ朝日「羽鳥慎一モーニングショー」（電話取材），
アイスランドで発生した火山噴火について 

岡田 成幸 

2024 年 1 月 8 日：北海道新聞（朝刊）「能登半島地震、道南西沖地震と共通点 
揺れと同時に津波 日本海沿岸部の「典型」の記事において、日本海側の地震
の特徴についてコメント。2022 年 11 月 29 日：北海道新聞（朝刊）3 面「防災
万が一に備えて」八軒連合町内会防災講演実施の紹介記事。 

岡田 成幸 
2024 年 1 月 13 日：北海道新聞（朝刊）「「倒壊恐れ」住宅、道内２３万戸 大
地震時 耐震化高額、高齢者二の足 「何年住むか分からない」」の記事にお
いて、耐震改修助成についてコメント 

岡田 成幸 
2024 年 2 月 7 日：北海道新聞（朝刊） 3 面総合「日本海側被害想定急ぐ 道、
迂回路内道路共通点」の記事において、襲来移転等の長期計画の視点をコメン
ト 

岡田 成幸 
2024 年 2 月 7 日：北海道新聞（朝刊） 13 面くらし「耐震工事補助率道内 2
割 国の新制度使わず利用も低調」の記事において、制度の見直し強調のコメ
ント 



- 26 - 
 

岡田 成幸 
2024 年 2 月 24 日：北海道新聞(朝刊) 13 面くらし「住宅耐震化、低コスト工
法有効 高知・南海トラフ対策」の記事において、簡易耐震工法の研究普及を
道主体で行う必要性についてコメント 

中嶋 唯貴 
3 月 9 日(土) 午前 10 時 05 分～10 時 48 分 道南スペシャル「使える防災」を
考えよう 

橋本 雄一 
2023 年 3 月 9 日 NHK ほっとニュース北海道 巨大地震・津波 冬に起こ
ったらどうなる？ 

橋本 雄一 
2023 年 3 月 10 日 NHK 北海道 巨大地震・津波 冬に起こったらどうな
る？ 

厚井 高志 
2023 年 3 月 27 日 北海道新聞 「駒ケ岳噴火どう備える 専門家に聞く」 
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/992532 
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3.4  CNHR Newsletter の発行 

 広域複合災害研究センターや所属メンバーの活動状況のほか，関係するイベント情報，

道内の自然災害の発生情報，センターメンバーの紹介を行うため，令和２年度から

「CNHR Newsletter」の発行を開始しました。Newsletter は年３～４回程度発行していま

す。また，Newsletter は当センターホームページ上で公開するほか，行政防災担当者（道

内 179 市町村等）や関係機関にメール配信しています。 

 ※令和 5年度に発行した Newsletter は付録資料に収録しました。 

 

【CNHR Newsletter 発行状況】 

通算番号 対象期間 備 考 

Vol.1 2020年 7月―2020年 9月  

Vol.2 2020年 10月―2020年 12月  

Vol.3 2021年 1月―2021年 3月  

Vol.4 2021年 4月―2021年 6月  

Vol.5 2021年 7月―2021年 9月  

Vol.6 2021年 10月―2022年 3月  

Vol.7 2022年 4月―2022年 6月  

Vol.8 2022年 7月―2022年 9月  

Vol.9 2022年 11月 シンポジウム特集号 

Vol.10 2022年 10月―2023年 3月  

Vol.11 2023年 4月―2023年 10月  
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3.5  学会調査団等への参加 

 

参加者 調査状況等 

渡部 要一 

「令和６年能登半島地震災害調査団」 港湾・空港部門 主査  

（能登半島地震の影響を受けた北陸地方の港湾・空港施設，令和６年

２月２０日～令和６年１２月３１日） 
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4．活動成果                          
（掲載順不同） 

4.1  論文・紀要 

【査読あり】 

五十嵐和，松岡暁，木下篤彦，山田孝：渓流水面画像の RGB 値の単位ベクトルを用いた濁度
評価と土石流検知手法‐信濃川水系芋川と石狩川水系黒岳沢川を事例に‐，砂防学会誌 76 (1), 

22-33(2023). 

片山和紬，金城伶奈，山田孝：土石流先頭部に集積する流木群の実態，自然災害科学 J. JSNDS 

42-1 43-51(2023). 

遠藤優人，山田孝：北海道胆振東部地震による厚真町での滑動型表層崩壊による木造家屋被害
の実態と被災形態の特性，自然災害科学 J. JSNDS 42-3 225-238(2023). 

Kobayashi Makoto , Shunsuke Utsumi b , Ruiqi Zeng , Wataru Mamiya , Tohr u Miyazaki , Tomohiro 

Okuyam , Fumiya Tanaka , Takashi Yamada , Toshiya Yoshida. Which native legume or non -

legume nitrogen -fixing tree is more efficient in restoring post -landslide forests along an 

environmental gradient ? , Forest Ecology and Management,554(2024) 121672. 

松永一慶, 桂真也, 吉野孝彦, 松永隆正: 花崗岩山地小流域における基岩湧水の湧出特性とモデ

ル化, 砂防学会誌 76(1): 34-41 

桂真也, 松永隆正: 地すべり地の地下水位変動パターンが人為的な要因なしに変化した事例, 日
本地すべり学会誌 60(3): 15-22 

Katsura, S., Suzuki, Y., and Yoshino, T.: Saturated hydraulic conductivity and water retention curve of 

variably weathered tuff breccia bedrock in a headwater catchment, Journal of Hydrology (in press) 

川合 慶拓, 石原 亘, 高梨 隆也, 大橋 義徳, 澤田 圭, 佐々木 貴信: カラマツラミナの幅厚さ
比とローリングシアー強度の関係, 木材学会誌，Vol.69, No.3(2023), DOI: 

https://doi.org/10.2488/jwrs.69.134 

Yasuhiro Kawaai, Ryuya Takanashi, Wataru Ishihara, Yoshinori Ohashi, Kei Sawata and Takanobu 

Sasaki: Out-of-plane shear strength of cross-laminated timber made of Japanese Larch (Larix 

kaempferi) with various layups and spans, Journal of Wood Science (2023)69:33, DOI: 

https://doi.org/10.1186/s10086-023-02107-z 

https://doi.org/10.2488/jwrs.69.134
https://doi.org/10.1186/s10086-023-02107-z
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Rintaro Ueda, Akio Sakamoto, Kei Sawata, Yoshihisa Sasaki, Takanobu Sasaki: Experimental 

Investigation on Bonded and Screwed Carbon Fiber-Reinforced Plastic Plates on Timber Column–Sill 

Joints, International Journal of Civil Engineering (2023) 21:1305–1314 

Akiko Takeo, Kiwamu Nishida, Hiroshi Aoyama, Motoko Ishise, Takeru Kai, Ryo Kurihara, Takuto 

Maeda, Yuta Mizutani, Yuki Nakashima, Shogo Nagahara, Xiaowen Wang, Lingling Ye, Takeshi 

Akuhara, Yosuke Aoki: S-wave modelling of the Showa-Shinzan lava dome in Usu Volcano, Northern 

Japan, from seismic observations, Geophysical Journal International, 230, 1662-1678, 2022 年 5 月 

Taishi Yamada, Akihiko Terada, Rina Noguchi, Wataru Kanda, Hideki Ueda, Hiroshi Aoyama, Takahiro 

Ohkura, Yasuo Ogawa, Toshikazu Tanada: The Onset, Middle, and Climax of Precursory 
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広域複合災害減災の手引き 

―基本的な考え方と理念― 
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■研究者紹介

企画編集 広域複合災害研究センター事務局（担当：桂）

石川 達也 （いしかわ たつや）

■活動報告
 大学院共通科目「国土保全学総論」（終了）

（4月13日～8月3日＠農学部本館N21講義室）

災対策に係る現地見学も実施しました。

 洪水ハザードマップを用いた防災教育実践

災についての積極的なグループ・ワークが見られまし
た。「家族会議」を模擬するもので，家庭での実施に
繋がることが期待されます。

 2024年4月以降の活動継続に向けて
CNHRは2019年4月1日に北海道大学の学内共同施

設（研究施設）として5年間の時限付きで設置され，主
に寄付金により広域複合災害に対峙していくための教
育研究や人材育成を進めてきました。これまでの活動
実績について，2023年6月に北海道大学創成研究機構
による評価を受け，国際性涵養と実学精神を代表する
研究センターとして今後の展望に十分な期待ができる
と高く評価されました。広域複合災害が各地で発生あ
るいは発生が懸念されている現状を鑑みても，CNHR
の活動の重要性はますます高まっていると言えます。
CNHRでは，文部科学省へ組織拡充の予算要求を行っ
ており，2024年4月以降も継続して教育研究や人材育
成を進めてまいります。

鉄道線路・道路舗装等の交通基盤施設（付帯土構造物
を含む）の防災・減災対策の合理化や設計・維持管理手
法の効率化を図るため，気候変動に伴い変質する積雪寒
冷地域特有の土砂・地盤災害の形態変化を体系化すると
ともに，その潜在的な危険度を広域から狭域まで階層的
に評価して，健全な地盤環境の利用を促進しています。

■新任者のご挨拶
新しく着任したメンバーからのご挨拶です。

兼務教員(7月1日付) 中嶋唯貴准教授(工学研究院)
令和5年7月に兼任教員として着任しました中嶋です。
専門は，都市防災学で人的被害軽減のためのリスク評
価手法の開発などを実施しております。地震・津波，
土砂災害，強風などの自然災害を対象とし，災害調
査・分析により防災・減災のリスク評価手法を構築す
るとともに道内自治体と共同で実被害の軽減にむけた
施策の立案や防災・減災教育に取り組んでいきたいと
考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

兼務教員(7月1日付) 方波見謙一助教(北海道大学病院)
令和5年7月に着任いたしました。現在は北海道大学病
院救急科に所属しております。専門は救急医学，集中
治療医学で災害医療にも従事しております。北海道大
学病院の災害対策にも関わっています。医学的側面か
らみた災害対策について力になれたらと思います。今
後ともどうかよろしくお願い申し上げます。

客員教授(8月1日付) 室田哲男教授(政策研究大学院大学)
令和5年8月に客員教授に就任した室田です。政策研究
大学院大学教授，防災・危機管理コースディレクター
を務めています。もともと総務省の出身で，消防庁等
で数多くの大規模災害の応急対策に従事しました。こ
うした経験を活かしつつ，皆様と連携して地域の災害
対応力強化に向けた課題に取り組んでいきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

今年度もCNHR所属
教員のほか，防災や災害
対応の実務経験者，国土
計画の専門家を招聘して，
大学院共通科目「国土保
全学総論」を開講しまし
た。7月6日には道庁協
力のもと，札幌市内で防 現地見学の様子

工学研究院 土木工学部門 教授
広域複合災害研究センター 兼務教員

豪雨・融雪時の階層的水・土複合災害脆弱性評価法

10月4日（帯広市・東小
学校3年生児童），5日（芽
室町・南小学校全校児童），
CNHR所属教員（工学研究
院・田中岳助教）が作成し
た教材（洪水ハザードマッ
プを用いた防災教育）によ
る授業を実践しました。防



氏名 所属・役職 専門 最近の活動内容（研究課題など）

山田 孝
センター長

農学研究院・教授
砂防学

広域複合災害減災手法(特に、異種ハザ-ドの重なる区域での災害シナリオと減災手法)、土砂・流木災
害減災手法、土砂災害自衛工法、火砕流被害想定手法

井上 京 農学研究院・教授 農業土木学 低平地，特に泥炭地における地盤沈下に関する研究

佐々木貴信 農学研究院・教授 木材工学 災害発生時の倒流木等の利活用に関する研究

笠井美青 農学研究院・准教授 砂防学 山地流域における災害後の地形変化の把握と予測

厚井高志
副センター長
CNHR・准教授

砂防学 火山噴火または地震に伴う大規模土砂生産イベント後の土砂・流木動態に関する研究

桂 真也 農学研究院・助教 砂防学 山地小流域における水文過程および崩壊・地すべり発生予測に関する研究

泉 典洋 工学研究院・教授 河川工学 洪水時における河床変動とそれによる河床粗度の変化や河岸侵食・河道変動のメカニズム

萩原 亨 工学研究院・教授 交通工学
道路における暴風雪災害を防ぐため、CCTVカメラで補足できない区間や路線の視界を車載カメラから評
価する技術を開発している。道路管理および他車への情報提供することを目的としている。

永田晴紀 工学研究院・教授
宇宙推進工

学
小型深宇宙探査機用ハイブリッドキックモータの開発（本年度中にプロトフライトモデルの完成を目指して
います）

江丸貴紀 工学研究院・准教授
ロボット工学・
制御工学

・大規模フィールドの管理を目的とした非均一なUGV・UAV群によるロバストSLAM
・港湾の維持管理を目的としたGNSSトラッカーの開発

中嶋唯貴 工学研究院・准教授
地震工学・建
築情報学

季節変動性を考慮した人的被害評価手法の開発と防災・減災手法の構築

山田朋人 工学研究院・教授 水文学
・気候変動予測手法の開発と洪水リスク評価に関する研究
・地球水循環システムと極端現象の解明に関する研究

田中 岳 工学研究院・助教 水文学 降雨流出系の確率応答解析に立脚した洪水予測システムの合理的な構築方法に関する研究

安成哲平
北極域研究センター・

准教授
大気環境科
学・雪氷学

北極域及び周辺域における森林火災及びその大気汚染発生の要因分析と予測に関わる研究。また、こ
れらの健康・気候・経済的影響についての分野横断的研究。

石川達也 工学研究院・教授 地盤工学 気候変動に伴う積雪寒冷地の斜面災害形態変化の体系化とそのリスク評価に関する研究

渡部要一 工学研究院・教授 地盤工学 火山灰質土により造成された盛土地盤の液状化特性

橋本雄一 文学研究院・教授 人文地理学 地理空間情報を用いた積雪寒冷地の災害時避難に関する研究

青山 裕 理学研究院・教授 火山学 北海道の活動的火山における火山現象の力学的観測研究

谷岡勇市郎 理学研究院・教授
地震学・
津波学

広域津波災害軽減に向けて、近年設置された海底地震津波観測網（S-net)を用いた津波即時予測手
法の開発研究を実施し、国際誌EPSに投稿する。

稲津 將 理学研究院・教授 気象学 数値計算・データ解析による気象力学および応用気象学の研究

高橋幸弘 理学研究院・教授
リモートセンシ
ング・雷観測

超小型衛星を用いた大規模災害の即時的な観測、およびそれを実現する国際連携の構築

方波見謙一 北海道大学病院・助教 救急医学 DMAT全国訓練参加(南海トラフ地震対応)、DMAT北海道訓練参加(千島海溝地震対応)

山口真司 CNHR・特任教授
地域防災・マ
ネジメント学

複合災害発生時の災害対応の実際及び災害対応従事者の人材育成に関する研究

■メンバー活動報告

関係者氏名 役職・所属 専門

丸谷知己 名誉教授（北海道立総合研究機構・理事） 砂防学

小山内信智 客員教授（政策研究大学院大学・教授） 砂防学

奥野信宏 客員教授（名古屋都市センター長） 公共経済学

今 日出人 客員教授（株式会社ドーコン） 地域防災学

岡田成幸 客員教授（(一財)砂防・地すべり技術センター，アジア航測株式会社） 地震防災計画学（建築系）

室田哲男 客員教授（政策研究大学院大学・教授） 危機管理法政策，消防・防災・減災政策，危機管理法制

佐野寿聰 研究員（アジア航測株式会社） ー

村上泰啓 研究員（北海道開発局） ー

原田和子 事務 ー
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